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学習目標と狙い

パーパス経営を実施もしくは浸透していくための必要な考え方や取り組み方を
学ぶ。
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すべての階層で共通するコンピテンシー（ビジネス環境理解）

すべての階層で共通するコンピテンシー（グローバル）

すべての階層で共通するコンピテンシー（イノベーション）

すべての階層で共通するコンピテンシー（ビジネス環境理解）

第1回 なぜ今、パーパス経営か（Why）
第2回 パーパス経営の実例（What）
第3回 パーパス経営の実践（How）

【概要】
資本主義における基本資産は、カネ（金融資本）とモノ（物的資本）であり、ヒト
（人的資産）は、資産ではなく費用（コスト）として計上されるという欠点がありま
した。「パーパス経営」の源泉は、人の思いを中心とした「パーパス」という目に見
えない資産です。これは自分は何のために存在するのか、そして他者にとって価値の
あることをしたいという信念です。「パーパス」は、マネジメント用語としても、ミ
ッション、ビジョン、バリューの上位概念として注目されています。これからは、志
に基づく顧客資産、人的資産、組織資産などの無形資産をいかに蓄積していくかが経
営の鍵となります。
本講座では、ビジネススクールで教鞭をとりながら、ファーストリテイリング、ボス
トンコンサルティングをはじめとする日本を代表する大手企業のアドバイザーを務め
る名和氏を講師に迎え、豊富な企業事例を通して、パーパス経営をより実践するため
の考え方を解説します。


